
沖縄県文化観光スポーツ部観光振興課受託事業 平成29年度 観光人材育成プラットフォーム構築事業

観光産業

中核人材

観光産業共通の課題である「人材不足」を解決するためには、観光産業で働く者が夢や誇りを感じることができ、働
きがいのある職場づくりを進めることが求められています。
そのためには、観光産業に従事する中核人材が上司として、部下にとって働きがいがあり能力を発揮して成長できる

ような職場環境をつくる必要があります。
本研修では、沖縄観光の中核となる人材が、会社の枠を超えて横の繋がりを持ちながら、共に観光産業のビジョンを

共有するとともに、働きがいのある職場づくりのためのノウハウを学ぶことを目標としています。
ご好評につき、3年目となる本セミナーを今年も開催いたします！

県内観光業に従事する中核人材（チームリーダー、係長、課長、部長 等）

４０名定員（1社2名まで）

※ 原則全講座出席出来ることを条件とさせて頂きます。

※ 定員を超える場合は、事務局にて調整させて頂きます。

お問い合わせ先

〒901-0152 沖縄県那覇市小禄1831番地1 沖縄産業支援センター2階
一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー
受入事業部 受入推進課 観光人材育成センター （新垣、高見）
TEL：098-859-6129 FAX：098-859-6222 E-mail：jinzai@ocvb.or.jp

育成セミナー
リーダーリーダー



平成2９年度 観光人材育成プラットフォーム構築事業業種別集合型研修

◆お申込みは下記のURLより受講者情報を入力してください。

沖縄県 ・ 一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー

※プログラムの内容、場所等は都合により変更になる可能性がございます。その際は事前にHP等でお知らせします。

場所：沖縄県男女共同参画センター 【てぃるる】ホール
（那覇市）

キックオフ！ イントロダクション

本研修の過去の受講者の受講後の変化、県内の観光関連企業で取り組んでいる事例を紹介し、
参加者同士で意見交換を行って参画意義を確認する。

【基調講演】 働きがいのある職場づくりを担う中核人材の役割

沖縄県が行っている「人材育成企業認証制度」の基準となっている「働きがい15項目」について、人
材育成の先進事例を交えて説明する。

講 師

講 師 高橋 俊介（慶應時塾大学大学院 特任教授）

平井 雅（協働促進社）

場所：沖縄体育協会 会議室 （那覇市）

ビジョンの明確化ワークショップ

なぜビジョンが必要なのか？ ビジョンを浸透させるためには何が必要なのか？ 参加者同士での
ディスカッションを通し、自身や自社での現状や今後の取り組みを考える。

場所：沖縄産業支援センター 312（那覇市）

部下育成とコミュニケーション（2回連続）

組織力の向上に向けて、双方向のコミュニケーションは不可欠である。部下となんでも話し合える信
頼関係は築けているだろうか？考えを促すコミュニケーションは取れているだろうか？本研修では、2
回連続で演習を重ね、コミュニケーションのノウハウ、スキルを強化する。

講 師 豊田 麻琴（ミライズコミュニケーションズ）

企画提案を実現させる力

職場環境改善、新規プロジェクトの企画等、上司や組織に対して提案を求められる機会も多い中
核人材に対し、より良い提案で賛同を得て実現に近づけるためのノウハウを学ぶ。

【特別回】関係者大集合！ぶっちゃけ意見交換「ワールドカフェ」

本研修受講者だけでなく、他の観光業界や学校機関、行政の方々を巻き込み、さまざまな業種・職
位の関係者が一堂に会して、沖縄の観光産業における人材育成について大意見交換会を行う。

※ワールドカフェとは―「話し合いの手法」の一つで、あるテーマのもとグループで話し合った結果、1名のオーナーを除く
メンバーが他のグループへ移り、新しいメンバーと話し合いをする、短時間で効果的に情報交換できる手法です。

場所：沖縄空手会館 道場 （豊見城市）

学びを総括して今後に繋げる

これまでの研修を振り返り、改めて沖縄観光の現状と課題、自分たちが出来ることを考えるとともに、
受講者同士の今後の連携の端緒とする。

場所：沖縄産業支援センター 312（那覇市）

https://jp.research.net/r/chukaku2017

※お手元にインターネット環境が無い方は、前面のお問い合わせ先までご連絡ください。

講 師 平井 雅（協働促進社）

場所：沖縄産業支援センター 312（那覇市） 講 師 平井 雅（協働促進社） 豊田 麻琴（ミライズコミュニケーションズ）

講 師 平井 雅（協働促進社）

講 師 平井 雅（協働促進社）


